
 
 

2020年度神奈川県高圧ガス火薬類保安大会について 

 LP・火薬・電気 G 

１.目的 

   高圧ガス及び火薬の分野で著しい成果をおさめた優良事業所等を知事が表彰することで、

本県の災害防止を確実なものとすることを目的に平成 18 年から工業保安関係５団体と共

催で開催している。保安大会では、県高圧ガス優良事業所等知事表彰及び関係保安団体会

長表彰式、講演会を行う。 

 

２.主催 

 県及び工業保安関係５団体の共催（一般社団法人神奈川県高圧ガス保安協会、公益社団法

人神奈川県ＬＰガス協会、公益社団法人神奈川県高圧ガス防災協議会、一般社団法人神奈

川県高圧ガス流通保安協会、一般社団法人神奈川県火薬類保安協会） 

 

３．今年度の実施方針（案） 

 緊急事態宣言の解除後においては、感染の拡大防止と社会・経済活動の維持の両立を図

るため、対処方針により新しい生活様式の普及と定着の促進を図ることや、イベント自粛

の段階的な解除等の対応を行っている。 

 また、昨年度第３回保安大会実行委員会（保安大会後の会議）において、保安大会の在り

方について問題提起があり、県高圧ガス火薬類保安会議の中で方向性を決めることとなっ

た。こうした中、保安大会の開催について検討する時期にある。 

今年度については、規模を縮小して必要最小限の参加人数で表彰のみ行い、講演会は実

施しないことと考える。その理由は、高圧ガス・火薬類の保安の確保のために、県・指定都

市・関係団体が一体となって取り組むため、工業保安強化月間に行う行事の一環として保

安大会としては開催する。講演会については、人が集まることを避けることや外部講師と

の調整の観点から実施しない。（参考 昨年度参加人数：大会：225名、祝賀会 197名） 

開催とその準備に当たっては、新しい生活様式を踏まえ、感染拡大防止対策を徹底し、

実施方法の見直しを検討する。 

 

３．今後の予定 

・開催日時 

2020年 10月 26日（月）14:00～ 神奈川県民ホール 小ホール（予約済み） 

・スケジュール（予定） 

  ・７月下旬：第１回実行委員会 

  ・６～８月：現地下見、表彰者の推薦・決定等 

  ・９月８日：第２回実行委員会 

 

４ 実施方法（案） 

具体的な実施方法は、実行委員会などで検討する。 

 ＜実施方法のアイデア例＞ 

・スクリーンを設置し、例えば別会場からの中継を取り入れるなど WEBを活用する。 

・参加者は、「LINEコロナお知らせシステム」を利用する。 

・会場では、可能な範囲でソーシャルディスタンスを確保する。 

・記念撮影時などに距離を確保できない場合は、私語禁止とする。 

（以上） 

別紙２ 


